
 入門編　５ーA．  3Dモデルーメソッドープログラム一覧

注意：オブジェクト名の前に付けている数字は連番になっていません。作成メソッドの説明で付けた番号になっています。

オブジェクト Line オブジェクト 2.　3DPolyline オブジェクト 3. 3D ソリッド 直方体　（3DSolid オブジェクト）  5.　3D ソリッド円柱　（3DSolid オブジェクト）　 オブジェクト 10.　 回転ソリッド　（3DSolid オブジェクト） 8.　押し出しソリッド　（3DSolid オブジェクト）　 9.　パス指定の押し出しソリッド　（3DSolid オブジェクト）

作成メソッド AddLine  メソッド Add3DPoly メソッド AddBox メソッド AddCylinder メソッド 作成メソッド AddRevolvedSolid メソッド AddExtrudedSolid メソッド AddExtrudedSolidAlongPath メソッド

説明 2 点間を通過する線分を作成 与えられた座標の配列から 3D ポリラインを作成 WCS の各軸に平行なエッジを持つ 3D ソリッド 直方体を作成 WCS の XY 平面上に底面がある 3D ソリッド円柱を作成 説明 軸の周囲のリージョンを指定して、回転ソリッドを作成 Profile、Height、TaperAngle を指定して、押し出しソリッドを作成 外形線と押し出しのパスを指定して、押し出しソリッドを作成

構文 ①Objの宣言 ’3DPolylineオブジェクトを宣言 ’3DSolidオブジェクトを宣言 ’3DSolidオブジェクトを宣言 構文 Objの作成  ''Entityオブジェクトを宣言  ''Entityオブジェクトを宣言  ''Entityオブジェクトを宣言

    Dim lineObj As AcadLine     Dim polyObj As Acad3DPolyline     Dim boxObj As Acad3DSolid     Dim cylinderObj As Acad3DSolid ①Objの宣言     Dim curves(0 To ＊) As AcadEntity     Dim curves(0 To ＊) As AcadEntity     Dim curves(0 To ＊) As AcadEntity

②要素宣言、③設定 （オブジェクト要素の宣言、設定を行う） （オブジェクト要素の宣言、設定を行う） （オブジェクト要素の宣言、設定を行う） （オブジェクト要素の宣言、設定を行う） ④Objの作成     Set curves(0) = ThisDrawing.ModelSpace.Add＊＊＊(＊＊＊＊＊＊)     Set curves(0) = ThisDrawing.ModelSpace.Add＊＊＊(＊＊＊＊＊＊)     Set curves(0) = ThisDrawing.ModelSpace.Add＊＊＊(＊＊＊＊＊＊)

    Set curves(＊) = ThisDrawing.ModelSpace.Add＊＊＊(＊＊＊＊＊＊)     Set curves(＊) = ThisDrawing.ModelSpace.Add＊＊＊(＊＊＊＊＊＊)     Set curves(＊) = ThisDrawing.ModelSpace.Add＊＊＊(＊＊＊＊＊＊)

④Objの作成     Set lineObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddLine　(StartPoint, EndPoint)     ' ''モデル空間に3DPolylineを作成     ' 'モデル空間にボックス（3DSolid）オブジェクトを作成 'モデル空間に円柱（3DSolid）オブジェクトを作成

    Set polyObj = ThisDrawing.ModelSpace.Add3DPoly(points)     Set boxObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddBox(center, length, width, height)     Set cylinderObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddCylinder(center, radius, height) リージョンの作成

①リージョンの宣言     ' リージョン宣言（ Variant型オブジェクト配列）     ' リージョン宣言（ Variant型オブジェクト配列）     ' リージョン宣言（ Variant型オブジェクト配列）

要素 StartPoint 始点の 3D WCS 座標 PointsArray3D WCS 座標の配列。 Origin 直方体の原点を示す 3D WCS 座標 Center 円柱の原点を示す3D WCS 座標     Dim regionObj As Variant     Dim regionObj As Variant     Dim regionObj As Variant

注意１．ポリラインは、配列の座標の順に作成されます。 注意：この座標はオブジェクトの境界ボックスの中心を示すもので、 注意：境界ボックスの中心を示すものです。

EndPoint 終点の3D WCS 座標 注意２．配列の要素数は、3 の倍数でなければなりません 　　　　コーナーを示すものではありません。 Radius 円柱の半径（正の数値） ④リージョンの作成  ' リージョン作成（curves(0)、curves(＊)により作成する）  ' リージョン作成（curves(0)、curves(＊)により作成する）  ' リージョン作成（curves(0)、curves(＊)により作成する）

　　　　(3 要素で 1 つの座標を定義します)。 Length 直方体の長さ（正の数値）     regionObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddRegion　(curves)     regionObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddRegion　(curves)     regionObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddRegion　(curves)

Height 円柱の高さ（正の数値）

参考： Closed プロパティ：ポリラインを閉じるのに使用します。 Width 直方体の幅（正の数値） (3)押出しパスの作成     ''押し出しパス（スプラインオブジェクト）を宣言

    Dim splineObj As AcadSpline

Height 直方体の高さ（正の数値）

  ''押し出しパス（スプラインオブジェクト）を作成

例     Set splineObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddSpline(fitPoints, startTan, endTan)

実行例 Y方向を見た図 　　　centerを(0,0,0)の場合は 　　　centerを(0,0,0)の場合は

　　　直方体の中心が原点になる。 　　　円柱の中心が原点になる。 3DSolidの作成

①3DSolidの宣言     '''3DSolidオブジェクトを宣言     '''3DSolidオブジェクトを宣言     '''3DSolidオブジェクトを宣言

    Dim solidObj As Acad3DSolid     Dim solidObj As Acad3DSolid     Dim solidObj As Acad3DSolid

④3DSolidの作成     '''3DSolidオブジェクトを作成　（AddRevolvedSolidメソッド）     '''3DSolidオブジェクトを作成（AddExtrudedSolid メソッド）     '''3DSolidオブジェクトを作成　（AddExtrudedSolidAlongPath メソッド）

    Set solidObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddRevolvedSolid(regionObj(0), axisPt, axisDir, angle)     Set solidObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddExtrudedSolid(regionObj(0), height, taperAngle)     Set solidObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddExtrudedSolidAlongPath(regionObj(0), splineObj)

要素 Profile 外形線となるRegion オブジェクト　（Variant型オブジェクト配列） Profile 外形線となるRegion オブジェクト　（Variant型オブジェクト配列） Profile 外形線となるRegion オブジェクト　（Variant型オブジェクト配列）

注意１．2D 平面のリージョンを回転することしかできません。 注意１．2D 平面のリージョンを押し出すことしかできません。 注意１．2D 平面のリージョンを押し出すことしかできません。

注意２．頂点が連続しているループで閉じていなければなりません。 注意２．頂点が連続しているループで閉じていなければなりません。 注意２．頂点が連続しているループで閉じていなければなりません。

Height オブジェクトの座標系の Z 軸に沿った押し出しの高さ

AxisPoint 回転軸の始点を指定する 3D WCS 座標 正・・・Z 軸の正方向に押し出し Path パスには、Polyline、Circle、Arc、Ellipse、Spline オブジェクト

負・・・Z 軸の負方向に押し出し のみが使用できます。

AxisDir 回転軸の方向を指定する 3D ベクトル 注意：押出し方向はＺ軸方向です。 注意：パスが外形線と同じ平面上にあったり、パスに高い曲率のリージョンが

オブジェクト １．3DFace オブジェクト 15.　PolygonMeshオブジェクト　（3D メッシュ） 　　　あってはいけません。

Angle 回転角度（ラジアン） TaperAngle 押し出しのテーパ角度（ラジアン）

作成メソッド Add3DFace メソッド Add3DMesh メソッド 注意１．完全に 1 回転させる場合は ２π テーパ角度範囲： -90～90 度

注意2.　正の回転方向は、右手の法則による。 角度 0(既定）・・・ 平面に対して垂直に押し出し

説明 4 つ（または3つ）の頂点を指定して、3DFace オブジェクトを作成 M および N 方向の点の数と、M および N 方向の点の座標を指定して、 正・・・底面から内側に向かってテーパ

自由形状の 3D メッシュを作成 負・・・外側に向かってテーパ

構文

①Objの宣言 ’3DFaceオブジェクトを宣言 ’PolygonMeshオブジェクトを宣言 例 (1)領域を囲む円弧と線を作成 (3)押出しパス (4)パス指定の押出しソリッド

    Dim faceObj As Acad3DFace     Dim meshObj As AcadPolygonMesh

実行例 X軸周りに Z軸方向に 　　　(2)押出す前のリージョン

④Objの作成     ' 'モデル空間に3DFaceオブジェクトを作成     ' モデル空間に３Dメッシュ作成 回転する前のリージョン 押出す前のリージョン

    Set faceObj = ThisDrawing.ModelSpace.Add3DFace　(Point1, Point2, Point3 [, Point4])     Set meshObj = ThisDrawing.ModelSpace.Add3DMesh　(M, N, PointsMatrix)

要素 Point1 3DFace オブジェクト上の点を指定する 3D WCS 座標。 M、N 点配列の次元であり　M および N 方向のメッシュのサイズを示す

注意：2 から 256 までに制限されます。   

Point2 3DFace オブジェクト上の点を指定する 3D WCS 座標。

PointsMatrix 3D WCS 座標の M x N 配列

Point3 3DFace オブジェクト上の点を指定する 3D WCS 座標。 注意1.頂点は、座標(0,0)から開始し、各頂点間の距離は自由です。

注意2.M 行に含まれる各頂点の座標位置を指定してから、

Point4 3DFace オブジェクト上の点を指定する 3D WCS 座標。 　　　M + 1 行の頂点を指定します。

注意：3 つの辺を持つ面を作成する場合は、Point4を省略します。

注意１．各点を時計回り、または反時計回りで順番に入力する必要があります。

注意2.　隣接する面をいくつも作成する場合は、直前に作成した面の最後の 2 点を、

　　　　新たに追加する面の最初の 2 点として指定します。(旧４→新１、旧３→新２）

SetInvisibleEdge メソッドを使用して、エッジの表示を設定します。

参考： Type プロパティ：メッシュをスムージングできます。

MClose プロパティと NClose プロパティ： メッシュを閉じることができます。

例

実行例

注意：オブジェクト名の前に付けている数字は連番になっていません。編集メソッドの説明で付けた番号になっています。

編集メソッド １.Copy メソッド ２.Move メソッド 4.Mirror3D メソッド 5.Rotate3D メソッド ３.Delete メソッド 13.IntersectWith メソッド　　　　

　　3Dモデルに適用することはできない。
説明 複写 移動 平面鏡像(３Dミラーリング) 3 次元軸中心の回転 削除 交差点取得

（指定されたオブジェクトを同じ位置に複写） （ベクトルに沿ってオブジェクトを移動） （指定されたオブジェクトの平面を基準とした鏡像イメージを作成） （3 次元の軸を中心にして、オブジェクトを回転） （図面内で、あるオブジェクトが他のオブジェクトと交差する点を取得）

(Pviewport と PolygonMesh を除く)

構文 準備 　''元の***Objは作成しておく必要がある 　''元の***Objは作成しておく必要がある 　''元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある

宣言     Dim copy＊＊＊Obj As Acad＊＊＊ 　’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要     Dim mirrorBoxObj As Acad3DSolid　　'戻り値はObjectよりDim宣言が必要 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要   Dim intPoints As Variant    '’戻り値は交点座標、バリアント型(倍精度浮動小数点数型配列)

設定     Set copy＊＊＊Obj = ＊＊＊Obj.Copy() 　***Obj.Move Point1, Point2     Set mirrorBoxObj =***Obj.Mirror3D　(mirrorPt1, mirrorPt2, mirrorPt3)     ***Obj.Rotate3D  rotatePt1, rotatePt2, rotateAngle    ***Obj.Delete    intPoints =  ***Obj.IntersectWith　(IntersectObject, ExtendOption)

  ''''注意：オブジェクトが交差しなければデータは返りません。

’’注：元のオブジェクト自体が移動するので　Dim宣言もSetもいらない ’’注：元のオブジェクト自体が回転するので　Dim宣言もSetもいらない

要素 要素なし Point1 移動ベクトルの 1 点目を指定する 3D WCS 座標 Point1 対称面の 1 点目を指定する 3D WCS 座標 Point1 軸の 1 番目の点を指定する 3D WCS 座標 要素なし IntersectObject 図形オブジェクト

Point2 移動ベクトルの 2 点目を指定する 3D WCS 座標 Point2 対象面の 2 点目を指定する 3D WCS 座標 Point2 軸の 2 番目の点を指定する 3D WCS 座標 ExtendOption 交差させるために延長する図形を指定

AcExtendOption 列挙型

注意.　ユーザが指定する 2 つの点は、 Point3 対象面の 3 点目を指定する 3D WCS 座標 RotationAngle 回転角度（ラジアン） acExtendNone: どちらのオブジェクトも延長しない。

　　指定されたオブジェクトが移動する距離と方向を指示する （選択した軸を中心にして acExtendThisEntity: 基本オブジェクトを延長

　　距離ベクトルを定義します。 オブジェクトを回転するラジアン単位の角度） acExtendOtherEntity: 引数として渡されたオブジェクトを延長

acExtendBoth: 両方のオブジェクトを延長

削除するだけなので　例は省略。 ’’’円柱と直線（３D）を作成し、それらが交差する点を見つけます。

例 左の例にMove　移動も含むため省略。

実行例

’’’削除には　主に（A）、(B)の２種類があります。

（注意：詳細にはグループコレクション内のメンバー削除等もあります）

 （A）モデル空間内の図形をすべて削除 （B）あるオブジェクトだけを削除

AcadEntity  AcadObject

Dim obj As AcadEntity   Dim object As AcadObject

For Each obj In ThisDrawing.ModelSpace    For Each object In ThisDrawing.ModelSpace

     If object.ObjectName = "AcDb3dSolid" Then

    obj.Delete           object.Delete　　’オブジェクト名

     End If

Next   Next

ThisDrawing.Regen (acActiveViewport) ThisDrawing.Regen (acActiveViewport)

独特メソッド １．Boolean メソッド ２．Explode メソッド ３．CheckInterference メソッド ４．SectionSolid メソッド 3DSolid ５．SliceSolid メソッド 3DSolid

説明 ブール演算(和、差、交差) 複合オブジェクトを従属図形に分解 干渉 断面 スライス

（オブジェクトと他の 3D ソリッドまたはリージョン オブジェクトとの間で、 （2 つのソリッド間の干渉をチェックし、指定があれば、干渉からソリッドを作成） （3 つの点で定義される平面とソリッドとの交点を示すリージョンを作成） （平面を定義する 3 点を指定して、3DSolid オブジェクトの切断面を作成）

　　ブール演算(和、差、交差)を実行）

構文 準備 '元の***Obj1,  ***Obj2 は作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある (Dim polyObj As Acad3DPolyline　：3Dポリライン） '元の***Obj1,  ***Obj2 は作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある '元の***Objは作成しておく必要がある

宣言 ’’戻り値なしより　Dim宣言、Setは不要     Dim explodedObjects As Variant Dim solidObj As Acad3DSolid                 '’干渉部がソリッドとして返されます。 Dim sectionObj As AcadRegion　　　　’’’断面が、リージョンとして返されます。  Dim sliceObj As Acad3DSolid　　　　’’’’切断面がソリッドとして作成されます。

設定 ***Obj1.Boolean 　Operation, ***Obj2’’演算の結果、最初のオブジェクトが修正されます。     explodedObjects =***Obj.Explode Set solidObj = ***Obj1.CheckInterference (***Obj2, CreateInterferenceSolid, SolidsInterfere) Set  sectionObj = ***Obj.SectionSolid　(Point1, Point2, Point3) RetVal = ***Obj.SliceSolid　(Point1, Point2, Point3, Negative)

ただし、演算を行っても結果が出ない場合は、変更されません。

要素 Operation  AcBooleanType 列挙型：Booleanの演算方式を指定 ***Obj2 検査対象のオブジェクト （3DSolid） Point1 1 番目の点を指定する 3D WCS 座標 Point1 1 番目の点を指定する 3D WCS 座標

acUnion: 和演算を実行

acIntersection: 交差演算を実行 CreateInterferenceSolid ブール型 Point2 2 番目の点を指定する 3D WCS 座標 Point2 2 番目の点を指定する 3D WCS 座標

acSubtraction: 差演算を実行 True: 干渉ソリッドを作成

False: 干渉ソリッドを作成しない Point3 3 番目の点を指定する 3D WCS 座標 Point3 3 番目の点を指定する 3D WCS 座標

Object 演算を実行する対象オブジェクト（3DSolid、Region　のみ）

SolidsInterfere ブール型　　　　　　 Negative ソリッドの平面の負の側にある部分を返すかどうかを指定

True: ソリッドは干渉している True ：AutoCAD は元のソリッドの平面の負の法線側にある部分を含む

False: ソリッドは干渉していない 　　　　　　　新規の Acad3DSolid オブジェクトを作成します。

False：新規の Acad3DSolid オブジェクトを作成しない。

　　　 断面を赤色で示す

例 　　　　　ボックス、円柱の干渉チェック ボックス、円柱をずらして干渉箇所（赤色）を表示

実行例

　　交差箇所を表示

断面をとる平面を3DFaceで示す

スライスがわかりやすいように

boxは移動させています。

注：ボックスは断面を示すために移動させている。

モデル空間内の３Dソリッドと直

線（３D）の交点を求めることは

できない。

あくまで適用は図面内（２D）に

限られる。

プログラムを実行させると

下記のようにエラーとなってしまう。

回転方向：PT1からPT2を見て


